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ユニバーサルデザインに関するアンケート調査 
 
                     平成２０年２月 山梨県企画部企画課 
 
１．調査の概要 
 
（１）実施時期 

依頼 平成１９年９月２６日  回答締切 平成１９年１０月９日 

 

（２）回答数 
３７１件 
（内 訳 一般モニター：２８８、インターネットモニター：８３） 

 
（３）回収率 

依頼数 ４６４ 

（内 訳 一般モニター：３５６、インターネットモニター：１０８） 

回収率 ８０．０％ 

 
（４）調査方法 

一般モニター     ：調査票を郵送 

インターネットモニター：調査事項を電子メールにより送信 

 
（５）調査項目 
   回答者ご自身について質問した後、ユニバーサルデザインに関連する  

１４の質問を行いました。 
   Ｑ１からＱ１３は選択肢による回答、Ｑ１４は自由意見による記述をお

願いしました。 
※ ＳＡ（シングルアンサー）  回答数を１つと限定した質問 

※ ＭＡ（マルチアンサー）   複数回答の質問 

    

   調査結果の概要は次のとおりです。 
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２．調査結果 
 
Ｆ１：回答者の性別 

性別は、男性が50.1%で、女性が49.1%となっています。 

F1：性別(SA)

男 50.1%女 49.1%

不明 0.8%

n=371

 
 
Ｆ２：回答者の年齢 

年代は「50歳代」が24.5%と最も多く、次いで「60歳代」（22.1%）、「40歳代」（17.3%）

となっています。 

F2：年齢(SA)

20歳代 6.2%

30歳代
15.1%

40歳代
17.3%

50歳代
24.5%

60歳代

22.1%

70歳以上

14.0%

不明 0.8%

n=371
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Ｆ３：回答者の居住地域 

居住地は、「峡中」が 23.5%と最も多く、次いで「甲府市」（22.1%）、「富士北麓・東

部」（16.2%）となっています。 

F3；居住地(SA)

甲府市
22.1%

峡中 23.5%

峡東 15.6%

峡南 8.9%

峡北 12.9%

富士北麓・
東部 16.2%

不明 0.8%

n=371

 
 
Ｆ４：回答者の家族構成 

家族構成は「二世代（親・子）」が50.4%と最も多くなっています。 

F4：家族構成(SA)

一人暮らし
6.5%

夫婦のみ
23.2%

二世代（親･
子） 50.4%

その他 1.6%

不明 0.8%

三世代（親･
子･孫）
17.5%

n=371
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Ｆ５：回答者の職業 

職業は、「会社員」が19.7%と最も多く、次いで「専業主婦・主夫」（17.3%）、「無職」

（15.6%）となっています。 

 
 

F5：職業(SA) 

19.7 

17.3 

12.1 

11.9 

8.6 

5.7 

2.2

1.9 

1.1

15.6 

3.0

1.1

0% 10% 20% 30%

会社員 

専業主婦・主夫 
自営業（商工・サービス・建設業など） 

パート・アルバイト・内職 

公務員・団体職員 

農林水産業 
自由業（医師・弁護士・税理士・僧侶など） 

学生 

派遣・契約社員 

無職 

その他 

不明 
n=371 
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Ｑ１：「ユニバーサルデザイン」という言葉について、どの程度ご存知でしたか  

 

ユニバーサルデザインの認知度については、「全く知らなかった」が 39.1%と最も多

く、次いで「言葉を見たり聞いたりしたことはあった」(31.8%)、「言葉の意味は知って

いた」(19.1%)となっています。 

 
 

問１．「ユニバーサルデザイン」という言葉について
どの程度ご存知でしたか(SA)

不明 0.8%

言葉を見た
り聞いたり
したことは
あった
31.8%

具体的な取
組事例など
も知ってい
た 9.2%

言葉の意味
は知ってい
た 19.1%

全く知らな
かった（こ
のアンケー
トで初めて
知った）
39.1%

n=371
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Ｑ２：ユニバーサルデザインに関する情報について、見聞きしたところは 

 
ユニバーサルデザインに関する情報の入手先については、「新聞・雑誌」(69.5%)、「テ

レビ・ラジオ」（64.6%）が半数を超えています。 

 
 

 
 
 
 

Ｑ２：ユニバーサルデザインに関する情報について、見聞きした 
ところは(MA) 

69.5 

64.6 

19.7 

19.3 

11.2 

5.4 

4.5

3.6

3.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

新聞・雑誌 

テレビ・ラジオ 

行政広報 

インターネット 

企業の展示会 

講演会・シンポジウム 

通信販売 

消費者団体等 

その他 

不明 
n=223 
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Ｑ３：次の言葉の中で名前を知っているものは 

 
ユニバーサルデザインについて、名前を知っているものでは、「点字」(87.3%)、「手

話通訳」（86.5%）、「福祉車両」（83.0%）、「補助犬」（81.1%）が８割を超えています。 

 

Ｑ３：次の言葉の中で名前を知っているもの(MA)

87.3

86.5

83.0

81.1

70.4

60.1

59.0

34.2

27.2

18.3

17.0

10.5

8.4

6.2

5.4

4.0

3.8

2.4

0.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字

手話通訳

福祉車両

補助犬（ほじょ犬）

車いす使用者用駐車区画

ノンステップバス

多目的（誰でも）トイレ

交通バリアフリー法

ユビキタス

思いやり駐車区画

ユニバーサルサービス

要約筆記

ハートビル法

ＳＰコード

ウェブアクセシビリティ

スピーチオ

ピクトグラム

ＷｅｂＵＤ

その他

不明

n=371
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Ｑ４：利用する施設において、困ったことや不便に感じたことは  

 
利用する施設で困ったことや不便に感じたことでは、最も多いのが「休憩や談話でき

る場所が少ない」(42.9%)で、次いで「案内がよく分からない、不十分」（35.8%）、「予

約など利用する手続きが面倒」（29.4%）となっています。 

 

 
 
 
 

Ｑ４：利用する施設において、困ったことや不便に感じたこと (MA) 

42.9 

35.8 

29.4 

23.5 

20.8 

17.5 

15.1 

12.9 

6.5 

11.9 

3.2

0% 20% 40% 60%

休憩や談話できる場所が少ない 

案内がよく分からない、不十分 

予約など利用する手続きが面倒 
エレベーターが設置されておらず、 
階段の上り下りが大変 
手すりが設置されていない、段差が 
大きいなどの安全面 
乳幼児用、障害者用トイレがない 
（使いにくい） 
廊下や階段が狭く、通行しづらい 

託児所や授乳室がない 

その他 

現状で満足している 

不明 
n=371 
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Ｑ５：利用する公園、県内の観光地等について、困ったことや不便に感じたことは  

 
利用する公園、県内の観光地等で困ったことや不便に感じたことでは、最も多いのが

「利用できるトイレが少なく、あっても汚れていて使えない」で、64.2%と半数を超え

ています。次いで「階段や段差が多く、高齢者や障害者等の移動が大変」（32.6%）、「公

園や観光地の案内表示がわかりにくい」（31.0%）となっています。 

 

 
 
 

Ｑ５：利用する公園、県内の観光地等について、困ったことや不 
便に感じたこと(MA) 

64.2 

32.6 

31.0 

27.5 

14.6 

6.5

8.6 

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

利用できるトイレが少なく、あって 
も汚れていて使えない 

階段や段差が多く、高齢者や障害者 
等の移動が大変 
公園や観光地の案内表示がわかりに 
くい 
除草や清掃などの維持管理が悪く、 
快適に利用できない 
身近な公園や河川は、急な勾配の坂 
道や危険な箇所が多い 

その他 

現状で満足している 

不明 
n=371 
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Ｑ６：利用する道路の歩道について、困ったことや不便に感じたことは 

 
利用する道路の歩道で困ったことや不便に感じたことでは、最も多いのが「歩道が連

続していない、または狭い」で、63.1%と半数を超えている。次いで「段差やくぼみが

多い」（46.4%）、「自動車や自転車利用のマナーが悪い」（41.2%）となっています。 

 

 

 
 
 

Ｑ６：利用する道路の歩道について、困ったことや不便に感じた 
こと(MA) 

63.1 

46.4 

41.2 

34.2 

23.2 

23.2 

22.4 

13.2 

10.0 

3.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 

歩道が連続していない、または狭い 

段差やくぼみが多い 

自動車や自転車利用者のマナーが悪い 

トイレや休憩する場所がない 
自動車の通行が多く、交差点を安心し 
て渡れない 
歩道に放置自転車が多く、通りにくい 

ゴミや看板などが多い 

街路樹が少ない 

その他 

現状で満足している 

不明 
n=371 
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Ｑ７：駅やバス、鉄道を利用して移動する際に、困ったことや不便に感じたことは 

 
駅やバス、鉄道を利用して移動する際に困ったことや不便に感じたことでは、最も多

いのが「駅の階段の昇り降りが大変」（44.5%）で、次いで「車いすの人や乳幼児連れの

人が利用しやすいトイレ等の設備が不十分」（30.5%）、「行き先や発着時間などの案内表

示や車内放送などの案内が分かりにくい」（29.9%）となっています。 

 

 

 
 

Ｑ７：駅やバス、鉄道を利用して移動する際に、困ったことや 
不便に感じたこと(MA) 

44.5 

30.5 

29.9 

21.0 

17.5 

13.5 

10.2 

8.1 

15.9 

3.2 

0% 20% 40% 60% 

駅の階段の昇り降りが大変（エレベー 
ター等がない） 
車いすの人や乳幼児連れの人が利用し 
やすいトイレ等の設備が不十分 
行き先や発着時間などの案内表示（点 
字や外国語対応なども含む）や車内放 
送などの案内がわかりにくい 
バスや列車の中の車いすなどのための 
スペースが不十分 
バスや列車への乗り降りが大変（ノン 
ステップ化が進んでいない） 
乗り降りを手助けしてくれる人がいな 
い、または頼みにくい 

優先座席があってもゆずってくれない 

その他 

現状で満足している 

不明 
n=371 
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Ｑ８：公共機関で発行する広報や資料などで、困ったことや不便に感じたことは 

 
公共機関で発行する広報や資料で困ったことや不便に感じたことでは、最も多いのが

「専門用語やカタカナの外国語など難しい言葉があって意味がわからない」（34.5%）で、

次いで「欲しい情報がなかなか見つからない」（31.8%）、「文字が小さくて読みづらい」

（27.0%）となっています。 

 

 
 
 
 

Ｑ８：公共機関で発行する広報や資料などで、困ったことや 
不便に感じたこと(MA) 

34.5 

31.8 

27.0 

13.2 

8.9

4.3 

4.3 

23.7 

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 

専門用語やカタカナの外国語など難し 
い言葉があって意味がわからない 

欲しい情報がなかなか見つからない 

文字が小さくて読みづらい 

広報や資料がなかなか手元に届かない 

色やﾃﾞｻﾞｲﾝが見づらく、分かりにくい 

音声や点字などによる広報や資料が欲 
しい 

その他 

現状で満足している 

不明 
n=371 
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Ｑ９：地域でユニバーサル社会づくりを進めていくため、最も重要と思う取り組み主体は 

 
地域でユニバーサル社会づくりを進めていくため、最も重要と思う取り組みの主体で

は、最も多いのが「行政（県、市町村、国）」(59.6%)で、次いで「県民」（15.9%）、「自

治会などの地域団体やＮＰＯ」（12.4%）となっています。 

 

Ｑ９：地域でユニバーサル社会づくりを進めていくた
め、最も重要と思う取り組みの主体(SA)

不明 3.2%

行政(県､市
町､国)
59.6%

民間企業
7.3%

県民 15.9%

自治会など
の地域団体
やＮＰＯ
12.4%

その他 1.6%

n=371
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Ｑ１０：「ユニバーサル社会」構築のため、特に改善の必要があると思う分野は 

 
ユニバーサル社会構築のために特に改善の必要があると思う分野では、最も多い「サ

ービスの分野」(59.6%)と「まちづくりの分野」（56.1%）が半数を超え、次いで「教育

の分野」（34.5%）となっています。 

 

 
 
 

Ｑ１０：「ユニバーサル社会」構築のため、特に改善の必要があ

ると思う分野(MA) 

59.6 

56.1 

34.5 

13.7 

18.3 

2.2 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 

サービスの分野 ：わかりやすいこと 
ばづかいや、優しい対応、気づかい 
など 
まちづくりの分野 ：段差の解消や、 
手すりや音声誘導装置などの設置など 

教育の分野 ：障害などの違いを特別

視しない教育など 
ものづくりの分野 ：高齢者や障害者

にも使いやすい食器など 
情報の分野 ：色調、文字の大きさへ 
の配慮や音声読上げ対応のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなど 

その他 

不明 

n=371 
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Ｑ１１：ユニバーサルデザイン（ＵＤ）を推進していく上で、行政に期待することは 

 
ユニバーサルデザインを推進していく上で、行政に期待することでは、最も多い「ユ

ニバーサルデザインを取り入れたまちづくりや施設整備」(71.2%)と「ユニバーサルデ

ザインに関する教育、人づくり」（61.2%）が半数を超えています。 

 

 

 
 

Ｑ１１：ユニバーサルデザイン（ＵＤ）を推進していく上で、行 
政に期待すること(MA) 

71.2 

61.2 

26.4 

26.1 

23.2 

15.6 

14.6 

10.5 

1.6 

3.5 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 

UDを取り入れたまちづくりや施設整備 

ＵＤに関する教育、人づくり 
ＵＤに関する情報提供 

（ホームページや各種広報媒体による） 
UDを取り入れた施設等の見学・体験事業 

ＵＤ製品の開発等の支援 

UDの普及啓発のための講演会・ｾﾐﾅｰ開催 

UDを推進していくための委員会の設置 

UDのｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄや活動団体の表彰 

その他 

特にない 

不明 
n=371 
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Ｑ１２：「生活や移動に不便を感じている人」という言葉から思い浮かぶ人は 

 
「生活や移動に不便を感じている人」という言葉から思い浮かぶ人では、「高齢者」

(93.5%)、「身体などに障害のある人」（93.3%）が９割を超えています。 

 

 

 
 

Ｑ１２：「生活や移動に不便を感じている人」という言葉から思

い浮かぶ人(MA) 

93.5 

93.3 
65.8 

43.7 
31.5 

29.6 
24.8 

19.9 

12.7 
4.3

3.8

2.2

2.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

高齢者 

身体などに障害のある人 
病気・ケガをしている人 

妊婦 

旅行や転居などで初めて来た人 
ベビーカーを押した人 

外国人 
幼児 

大きな荷物を持った人 
左利きの人 

太った人・やせた人、背の高い人・ 
背の低い人 

眼鏡をかけている人 
その他 

不明 
n=371 
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Ｑ１３：ユニバーサルデザインへの取り組みについて、希望するもの 

 
ユニバーサルデザインへの取り組みについて希望するものでは、最も多いのが「いろ

いろな情報を得たい」(50.7%)で、次いで「商品などの展示を見たい」（37.7%）、「講演

を聞いてみたい」（35.0%）となっています。 

 

 

 

Ｑ１３：ユニバーサルデザインへの取り組みについて 
希望するもの(MA) 

50.7 

37.7 

35.0 

22.1 

21.6 

15.9 

13.5 

11.9 

10.2 

0.8

9.7

1.6 

0% 20% 40% 60% 

いろいろな情報を得たい 

商品などの展示を見たい 

講演を聞いてみたい 

まちの点検をしてみたい 

商品を使ってみたい 

関連した書籍を読みたい 
講座などに参加して専門的に勉強したい 

仕事などに取り入れたい 

活動している団体に参加したい 

その他 

特に希望しない 

不明 
n=371 
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Ｑ１４：自由意見 

 
主なご意見 
 
（周知の必要性について） 

 ユニバーサルデザインというものを世間に知ってもらうことが必要である。 

 まず「ユニバーサルデザイン」という言葉を浸透させる。そのための情報発信が大切。 

 

（意識、心の問題について） 

 県民の意識の変化を促していくことがよいと思う。 

 「思いやり」「いたわり」の心を持つことが必要である。 

 

（取り組みについて） 

 官民一体となって県全体で取り組む必要がある。 

 障害者、高齢者、外国人など、実際に不都合を感じている人の意見を取り入れるべき。 

 ハード（施設や道路等）とソフト（情報、人、教育等）の両面から取り組む必要があ

る。 

 財政的なことも考え、身近なところから取り組むのがよい。 

 

（その他の意見、要望） 

 歩行者（車いすの人も含む）、自転車、車が安全、快適に通行できる道路を造るべき。 

 高齢者や障害者や小さな子どもたちが安心して生活できる環境づくりが必要。 

 ユニバーサルデザインコンテストを開催し、優秀なものを広める。 

 視野を広げるため、様々な情報提供や講演会の開催を望む。 

など 

 

 


